
第２２回報農会シンポジウム 

『植物保護ハイビジョン    ２００７』のご案内 

環 境 に 調 和 し た 植 物 防 疫 

 

趣  旨：我が国における植物防疫の発展を推進するため、植物防疫の学術・技術の研究、 

交流および普及を図る一環として、このシンポジウムを開催する。 

主  催：財団法人 報 農 会 

日  時：平成１９年９月２８日 (金)  １０：００～１７：００ 

場  所：「北とぴあ」つつじホール (東京都北区王子1-11-1)  

          TEL 03-5390-1100 (会場への連絡は出来ません)  

          JR京浜東北線・地下鉄南北線：王子駅下車、徒歩２分 (下図参照) 

開  会：10:00～10:10  理事長挨拶                 岩 本  毅 

講  演：10:10～11:05  総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）の取り組みと今後の展望 

                        農林水産省植物防疫課 大 岡 高 行 

   11:10～12:05  ベトナムにおける植物防疫の取り組み 

前茨城大学 永 田  徹 

12:10～12:25  情報紹介：技術士（植物保護）制度について         

              前（独）農業・食品産業技術総合研究機構 稲 葉 忠 興 

13:30～14:00  特別講演：生物活性物質の探索 ―化学で探る生物の世界― 

日本農学会会長 鈴 木 昭 憲 

14:05～15:00  ポスト臭化メチル時代の土壌病害虫対策 

(独 )農 業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所 西  和 文 

    15:05～16:00  ＧＡＰをめぐる課題（リンゴ輸出とＧＡＰ） 

                  認定農業法人 片山リンゴ（株） 山 野  豊 

16:10～16:45  総合討論 

参加費：一般 5,000円 (当日参加 6,000円)    学生 1,000円 

申込み：参加希望者は９月１０日（月）までに下記口座へ参加費をお振込み下さい。前 

もってテキストと名札をお送り致します。なお、１１日以降のお申込みも受け 

付けておりますので事務局までお問い合わせ下さい。 

郵便振替 00100-5-103214  財団法人 報農会   

連絡先：財団法人  報 農 会 

    事 務 局  塩 澤 宏 康、渡辺 敦子   

    〒187-0011 東京都小平市鈴木町2-772  

           植物防疫資料館内 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４２－３８１－５４５５  



 

功 績 者 表 彰 式 のお知らせ 
 

シンポジウム終了後、会場を１６階に移して、植物防疫の発展に寄与され  
た功績者の表彰式及び祝賀会を開催いたします。シンポジウム参加者は、  
無料で出席ができます。お時間の許す方は、是非ご出席の上、祝福を賜り  
たくご案内申し上げます。  

 

開催日時  平成１９年９月２８日（金） １７：００～ 

開催場所  「北とぴあ」１６階（天覧の間） 

 

 

 

第２２回功労賞受賞者（３名：五十音順） 
 

 

以  西  信  夫（いさい のぶお） 

 職  歴   徳島県農業試験場、同県植物防疫協会 
 業  績  ○水稲病害虫の発生予察と防除  ○ハス褐斑病の防除法の確立  
     ○甘藷（鳴門金時）の害虫ケラ、ドウガネブイブイの防除法の確立 
 

 

小 菅 喜久彌（こすげ きくや） 

 職  歴   山梨県農事試験場、同県農業技術課、同県病害虫防除所  
 業  績  ○稲科植物（水稲、麦、雑穀）黒条萎縮病の発生生態の研究 

     ○永年作物バーティシリウム菌による立枯病の発生調査と防除の研究 

 

 

中  野  昭  信（なかの あきのぶ） 

 職  歴   和歌山県農業試験場、同県農業協同組合連合会、同県農業大学校  
 業  績  ○甘藷の特性検定（黒斑病耐病性） ○ダイコン萎黄病の発生生態と防除 

○土壌伝染ウイルス（エンドウ茎えそ病、レタスビックベイン病）の発生  
生態と防除 


